
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
誓
う

日
野
町
消
防
団
出
初
式

　

町
消
防
団
（
藤
原
洋
一
団
長
）
の
出

初
式
が
、
4
月
7
日
、
黒
坂
小
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
3
人
の
新
入
団
員
が
任

命
さ
れ
た
ほ
か
、
永
年
勤
続
な
ど
各
表

彰
の
あ
と
、
景
山
町
長
が
「
今
の
と
こ

ろ
、
大
き
な
火
事
、
災
害
と
も
発
生
し

て
い
な
い
が
、
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
。消
防
団
員
の
存
在
は
心
強
い
。

団
員
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
増
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
年
一
年
、
皆
さ
ん
の
力

を
借
り
て
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
と
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
藤
原
団
長
は
「
世
界
中
で
異

常
気
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ

の
訓
練
で
災
害
に
備
え
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
消
防
団
員
の
不
足
が
全
国
的
な

課
題
で
す
。
消
防
署
も
救
急
出
動
が
多

い
の
で
、
火
災
時
は
消
防
団
員
が
か
け

つ
け
、
消
火
が
必
要
で
す
。
若
者
に
声

を
か
け
、
団
員
の
確
保
に
力
を
入
れ
て

ほ
し
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。　

　

式
典
後
は
町
公
民
館
横
の
日
野
川
で

一
斉
放
水
を
行
い
、
一
年
の
活
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

長年の活動に対し表彰状が贈られた

12きらりと光る　まち　日野町

まちの話題

町内各分団が一斉放水を行う

人権擁護委員に
谷本さん、山根さんを委嘱

　4月 1日、谷本和賀雄さん（野田 /新任）、山根美奈
子さん（野田 /3 期目）が、国から人権擁護委員に委嘱
されました。
　町内では、すでに杉原和江さん（安原）さんが委嘱さ
れており、3人の委員で毎月の人権相談や街頭広報など、
啓発活動に取り組んでいきます。
　なお、3期 9年にわたりご尽力いただいた鳥居良光さ
ん（黒坂）は、この度ご退任されました。ありがとうご
ざいました。

町農業委員会委員選挙
立候補予定者説明会

 町農業委員会委員選挙の立候補
予定者説明会を次のとおり開きま
す。立候補を予定している人は出
席してください。
日　時　5 月 15 日（水）
　　　　午前 9 時 30 分～
場　所　役場大会議室
　　　　（庁舎 2 階）
投票日（予定）　　6 月 2 日（日）
問合せ　町選挙管理委員会事務局
　　　　担当　遠藤律子
　　　　　　　（電話 72 － 0331）

谷本和賀雄さん 山根美奈子さん
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１
６
１
０
（
慶
長
15
）
年
、
関せ

き
か
ず
ま
さ

一
政
が
伊い

せ
の
く
に

勢
国
（
三
重
県
）
亀
山
か
ら
黒
坂
に
転て

ん
ぽ
う封

（
大
名
を

ほ
か
の
領
地
に
移
す
こ
と
）
さ
れ
、
鏡
山
城
を
築
き
ま
し
た
。

　

当
時
、
黒
坂
の
辺
り
は
沼
地
や
竹
林
で
、
と
て
も
人
が
住
め
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、山
を
削
り
、沢
を
埋
め
立
て
て
平
地
と
し
、城
下
町
黒
坂
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

黒
坂
の
ま
ち
は
、
上
側
か
ら
郡
町
、
生
山
町
、
中
町
、
黒
坂
町
、
榎
町
、
北
町
、
落
町
、
鍛
治

町
に
区
切
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
同
じ
よ
う
に
区
割
り
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
を
囲
む
よ
う
に
あ
る
寺
や
神
社
は
、
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
攻
め
込
ん
で
き
た
と
き
、
防
御
の
た
め
の
砦

と
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
使
え
る
よ
う
配
置
し
た
と
い
わ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
政
は
、
１
６
１
８
（
元
和
４
）
年
ま
で
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
石
の
大
名
と
し
て
在
城
し
ま
し
た
が
、
世
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぎ
争
い
に
よ
り
領
地
没
収
と
な
り
ま
し
た
。
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
２
（
寛
永
９
）
年
に
は
、
池
田
光み

つ
な
か仲

が
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幡
と
伯
耆
を
合
わ
せ
て
領
有
し
ま
し
た
が
、
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
の
地
は
重
臣
に
任
さ
れ
、
代
々
福
田
氏
が
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
自じ

ぶ
ん
て

分
手
政
治
と
い
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。（
教
育
委
員
会　

入
澤
）【
参
考
＝
「
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
し
た
ち
の
ま
ち
日
野
町
（
歴
史
編
）」】

ま
ち
の
文
化
財
・
史
跡
を
歩
く
　

其
ノ
十
七

■
黒
坂
の
ま
ち
と
鏡

か
が
み
や
ま
じ
ょ
う

山
城

鏡山城址から黒坂のまちなみが見下ろせます

　著者は、「納
の う か ん し

棺師」。亡くなった人を見送る現場

で、故人を安らかな表情に戻し、身体を清らかに

し、仏
ぶつ

衣
い

を整え棺
ひつぎ

に納める。

　映画「おくりびと」で広く知られるようになっ

たが、著者はさらに家族の要望をききながら、一

緒に納棺に参加してもらう。残された人の悲しみ

に寄り添い、死を受け入れることができるよう「復

元」にこだわり、自らを「復元納棺師」と呼ぶ。

　東日本大震災のすぐあと、「復元ボランティア」

として現地に入り、300 人以上の亡きがらに笑顔

をもどし、現在も活動を続けている。時には、資

材が足りず自分の髪の毛を切って使ったりしなが

ら。

　本書の数々のエピソードを読む中から「死との

向き合い方を知っておくことは、生を知ること」

という著者の言葉は、

温かい響きをもって伝

わってくる。

（町図書館　松田 )

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～
おもかげ復元師

笠原　留似子　著

　
日
野
町
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
長
楽
寺
の
仏
像
を
は
じ
め
と
す
る
10
件
の
指
定

文
化
財
や
各
種
史
跡
、
景
観
・
名
勝
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
史
跡
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
樹
木
の
伐
採
や
工
事
な
ど
、
保
存
に
つ
い
て
影
響
を
及
ぼ
す

行
為
を
す
る
と
き
は
、
現
状
変
更
の
届
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

町
教
育
委
員
会
（
電
話
72
‐
２
１
０
７
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】
ま
ち
の
財
産
、
文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う


